２学年算数科指導案（案⑤）

単元名　：　ひきざん
目　標　：　繰り下がりのある計算の仕方について理解することができる。
	Ａ　数と計算
脂質・能力
	数とその表現や数量の関係に着目し、必要に応じて具体物や図などを用いて数の表し方や計算の仕方などを考察する力

	育てたいプログラミングの考え方
	　フローチャートの基本的な表現方法を知る。
　フローチャートを使って説明する。


準備する物：紙（ノート等）鉛筆 ワークシート⑤
レディネス：案①を学習済、くり下がりのあるひき算を学習済み
	
	学　習　活　動
	◇指導上の留意点　◆支援

	導入
	○１２－４の計算について考える。

フローチャートをつかって、ひき算を説明しよう。




	◇さくらんぼ計算を想起させ、フローチャートで表すことが本時のねらいであることを知らせる。
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	展開
	○フローチャートを確認する。
○「□の位からひく」の□を考える。


○フローチャートを完成させる。


○自作の問題を作成して、フローチャートをノートにかく。
	◇ワークシート⑦-1でさくらんぼ計算フローチャートを確認させる。
◆ペア学習やグループ学習で取り組ませる。

◇ワークシート⑦-2を活用し新しい問題に取り組ませる。

◇自作の問題のフローチャートをノートにまとめさせる。
◇ノートに作成したフローチャートを友達に紹介する。
[考]2位数の減法の筆算の仕方を，図や式などを用いて考え表現することができる。

	まとめ
	○本時を振り返ってまとめる。
	◇フローチャートにかく事で、順序立てて説明ができる事に気づかせる。




